
平成２３年度会員研修公開講演会の開催 

 

平成 23 年度の NPO 法人食品保健科学情報交流協議会の会員研修公開講演会を下記の趣旨で開催

します。 

 

テーマ 「放射性汚染と食品安全対応について考える」 

3 月 11 日午後に発生した東日本大震災では激甚な揺れと想像を超える津波が 1 万人をはるかに超

える尊い人命と家屋を奪っただけでなく、福島原子力発電所の壊滅的な被害と対応の不備を背景に

放射性物質の流出が起こり、食品の安全な供給体制に深刻な状況をもたらしています。 

NPO 食科協は、食品の安全について科学的根拠に基づいて検討し適切な情報を共有する組織として

事態を真摯に受け止めています。必ずしも適切な理解が十分共有されているといえない放射性物質

の汚染による健康影響の基礎について学び緊急時の食品安全の対応との基準適用のあり方に考えて

みたいと思います。 

 

日時  平成２３年５月２４日（火） １４時から１７時まで 

場所  中央区立日本橋社会教育会館 8階ホール（地図参照） 

     東京都中央区日本橋人形町 1-1-17 TEL：03-3669-2102  

プログラム 

     座長 関澤 純 （NPO法人食品保健科学情報交流協議会理事長） 

開会挨拶                                            関澤 純（理事長） 

 （１）基調講演１「放射線による健康リスクの基本的考え方」 

      甲斐倫明（大分県立看護科学大学教授、内閣府原子力安全委員会放射線防護部会副会長、 

                             文科省放射線審議会委員） 

 （２）基調講演２食品安全委員会の緊急とりまとめのポイント」 

                       附：緊急とりまとめ資料 

                       熊谷 進（内閣府食品安全委員会委員長代理） 

 （３）解説 1「ADI とARfDの考え方と食品安全対応」 

       斎藤勲（東海コープ事業連合顧問 （前商品管理本部検査センター長）） 

 （４）解説 2「発がんリスクの考え方と基準のあり方」 

                       畝山智香子（国立医薬品食品衛生研究所 室長） 

 （５）パネル討論および会場との質疑応答 

  「緊急時対応の考え方と基準の適用について」 

   座長  関澤 純 

   パネリスト  上記４名の演者 

閉会  

定員  ２００名（先着順で締め切らせていただきます。） 

参加費（資料代等） ３，０００円(非会員） 会員は無料 


